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Abstract

Recently Hitachihasaddedaposトwar recordproducttoitssupplylistwith the

completion of2,600HPhighpressuregas compressorfortheNissarlCl-emicalIndustry

Conrpany,

Themacllinel)rOVedillthefactory testsuchexcellentcharacteristicsasthe75･5%

adiabatic compressor efnciency and the totalefnciency oE71･3.%,Which should be

attributed to the followlng reaSOnS:

(1)The hTlprOVement Of abrasion resistance of the parts that rotating or subjected

to friction.

The decreaseinboth mechanicalandfluid dyrlamicalloss.

The motoris designed to be used atitsalmost highest･pOhlt Of efnciency▲

〔Ⅰ〕緒

日立製作所ほ既に敏一-ト年

ており､その汎用圧縮阻
十ム

言

‥
.庄種各来 の艶佃こ専念し

るものとなつ

ているが､又高圧圧縮機に於ても 5,000HP,2,4r)OHI'

ガス圧縮機等を始めとして種々製作してきたり磯後も営

々として高圧圧縮機の 作につとめ､化学コニ業界を始y)

各種~ガ面の施設の拡充に応じてきたが､先般Fl産化学~_に

業株 会什富ししl工場の増設計画に際しその主機である

2,6t)OHI)高圧ガス圧節機7之び同期電動機､配電鮨等▲式

を製作納入した｡

木機は 筏の｡テ血相勺製品であるが､目盛化学｣二 株式

会社とは終始緊密な連絡をとり､佳日上及び製作上の各

観点より種々検討Lて製作を進めたものであって､その

意図は十二分に を結び､優秀な性能を得ることが出来

た｡以下2,600HI)高拝ガス拝締機の構造ソヒび性能に就

いて概略を紹介する｡
*
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〔ⅠⅠ〕仕

本機の仕様は下記の如くであるこ.

様
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11Unュ111

220mil1

125mnl

捏.
.700nl工1丁

数...
,150r.pJn.

機…
‥2,6川十日I)同悌電動機

バrリング電動機‥･
･1511l)誘導電動機

許 =シ′_､

百汀甘

〔ⅠⅠⅠ〕構

第35を 第9号

達

心機の構造ノとび屋根~鮒三方式は収扱が行基であるよう

に納先の要望を十分に考慮し､職宜椚灘明優野性ほ勿

論∴特に

第1図

Fig.1.

2,600HP

■y

圧 ガ ス 日三 縮 橙

2.600Hl)High PreきSure(;as Cornpressor

側転部分~甘び摺軌聴か瑚醐捌甜鮎)向_jこ

機械ご1(｣損′たノぇび流体~ル学的損失の調′ん､

(′3)偶i造の巧竺牢

の~-ミ点に市点を~;;′一三いて設汁製作したもの

である｡第1図ノ之び第2図に合体図､第

3図にガス三卜管の系統図を示す_ 第1｣葦

で50～120mmAqの転化ガス(_Hヱ,Nヱ,

C〔),COユニ)を吸人し､第3段で12～14

kg/cm2に圧緋ける.｡圧縮されたガスほ

水洗塔に られてCOヱ.CO等の~小栗ガ

スを吸収除去されN2:Iiヨ=1:3の割合

の混合ガスとなって第4段より吸入され

る.∴この時の圧力ほ101くg/cm2であるし

これを6f貨迄にて 280-300kg/cn12 に

圧縮Lて.反応塔へ選るわしナである

各段気筒の配列ほ第3図~ノ之び第4図に

て明かな如く､第1Ⅰ封えび第2殿は複動､

第3段及び第4段i･ま引例弾劾､第5段~ノ之

び第6段は押倒中動で､第1段､第3段

及び第5段を片列に､第2段､第4段及び

第6段を他列に肛仰二西己辞したもので､

し

r

磯.キー琶恕
:
幣

頑

+盛甘藩

⑧

一衡

第2図 2,6UOliI)高址力予 ス 正縮横描け区!

Fig.2.PlanViewof2,600HPHigh Pressur-e

Gas Compressor
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両列の中間に同期電動機をおきクランクシャフトな上巨)

て連絡している｡.第3段及び第4段の押倒ほピストンカ

を平衡させるためにそれぞれ第1段7之び第2段の吸入圧

力が作用するようになっている｡

ピストン棒が各段気筒を貫通する部分ほ金属パーソキン

をもって気密を保っている｡

(り ピストン及びピストン棒

第1段及び第2段ピストンは鋳鋼製円盤で､クロスヘ

ッド及び中間誘導金により支持されて蕃接気筒に接する

ことなく､気密ほピストンリングで保たれる｡第3段及

び第4段ピストンは鋳鉄製で､気筒に接触する部分にほ

ホワイトメタルのライニングを施してある(･∴又第5段及

び第6段ピストンほ釣 製組立式で､芯の升十､熱腔脹

第5図 気 筒 横 断 面 図

Fig.5.Cross Section of Cyljnder

基礎ボルト プ レ← ム 主軸安

:球面座金 冷却水出口 温度計

第6図 プ レ ←

ム 後 部

Fig.6.Rear View of Frame

フ

レ

ー

冷
却
水
入
口

第35巻 第9号

箪にl■1由に応tられる構造となっている

ヒ~ストン棒は材質的に 選したニッケルクロ←ムモリ

ブデン鋼で､これを調質Lて侭田jしている.金属パ･ソキ

ンの摺動する簡は､高周波焼人により高硬度とし更に

仕上を施Lてあるため､鏡の如き光沢を右L､耐磨耗性

が極めて良好となり且つ金属パ･ゾキンの▲芸ぐ密度を高める

のに大トiこ役立っている｡.

｢2:J気筒及びライナー

第1段より第4段までの気伯ほ鍬鉄過､第5損佗び第

6段～く静よ鍛鋼製である 何れも堅牢な鵬造で豊富な冷

却面積を有し､ヒス1､ンカ､熟膨脹による変形を肛ヰこる

だけ減ずるよう計画されてあり､吸入及び吐=弁の取付

けられる弁室が何れも上デ肛伎び真横であるので､弁の

取扱か暦易である｡叉弁をⅢL入れするのに髄たる如

く､適所に支えを設けて弁を堰蒸さないように考慮Lて

ある仁

各段ふ~r;■如こは何かも支え削があって､ヒストンカ､熟

膨脹に応じて自由にべ【スの上を摺封する桝造になって

いるが､叱川例の脚ほ熱いガスにより温度の上昇をまぬ

がれない その冷却の一 として脚に通気孔を設けて熱

風か脚の実例に停滞するのを防いである｢第5図参照〕｡

ガス通路の構造ほ､

/こ)○

揖

杭損失が少いように一考宿してあ

従ってガス｢いに含まれる

ヰ)少ト〔

模によって生ずる機布陣J

ライナーほすべて耐慄沌津‡三の向上を目白勺として特殊合

′-.た釣鉄を抹川L､更にその卜煩帥二ほ起托し_!うこはホーニン

グ仕Ⅰ二を子f√Jrてある｢

′r一`-

､＼､さ･J一二丁二:

1

第7は1

Fig.7.

-¶■-;一一十上

【_J｢

〉
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し､~~儲

基 碇 ボ ル ト

Anchl汀 f5(11t



日 産化学工 株式会社納2,600HP高圧ガス圧縮機

(′二3〕フレーム及び中間接手

本機のフレ←ムほクロスガイド及び二i頒由受の冷却妾宜

有するので､極めて堅牢で 膨脹による狂いがない｡文

中間接手も誘導金ガイドの冷却董があるのでフレーム同

堅牢である｡冷却華ほ複雑な構造となっているが掃除

にほ便利になっている(第占図参照〕｡

フレーム基礎ボルトほ両ナソト式であり且つナット下

傾が--･一に当って締付が よ

ノ
､
ヽき分卜 うに球面座金を使用

してあることほ､フレームを基礎に強固に 達妄 する_上に

大いに役立っている｡第7図ほその断面図である､

(二り 主 軸 受 し第8図〕

Lrトトの4つ割で､何れも鋳鋼

ルのライニングを施Lてある｡

金にホワイトメタ

2っのコ.ノダ

←で行い､コ･ノダ←ボルトの調整はキヤヅフ~の_山師で‖

来るので便利である｡父メタルの温度を知ることは安全

運転上に不可欠のことであるが､下メダルのホワイトメ

タル部に温度計をさし込んで､その温度を外部より配車

に見ることが出来る(第`図参照上外周には冷却川水

があり軸受の湿度上昇を防ぐと共にフレ←ム全体の温度

上昇をも防いでいる｡

(二5〕金属パッキン〔第9図〕

尾パリキンはホワイトメタル製で外パ･ソキン1店h

｢句パ･ソキン2箇よりなり､永年の高圧圧縮機に関する経

験によりその構造を適切に決めてあるので､ピストン棒

の超仕上面と相伐って れた性能を示している.潤消油

ほ2箇所より人りそれぞれ別のとこ7)に開口Lている･コ

尚外部潤滑油がピストン捧の溌調報び冷却の王~~一言的をもつ

て流されており､この油はフィルタを通って油タンクに

(二`ノ)吸入及び吐出弁

弁はリング式日勘弁で､可能な限り拭拭か少くなるよ

うに設計されており､動力の損失を少くしてある｡弁板

ほ特 低級鋼に永年の研究に寒く最適の て｢ノ
/‥∩ノ

■埋処

あるので耐久力にすぐれ､長期の連統〕三田転iこ十分耐える

ものである｡

r､7〕そ の 他

旺縮機でほ圧縮､冷却を掘返Lてゆく闇係⊥順次/ト分

が凝縮して潤滑性能を減じ､又吸人ガス申に含まれる鮭

挨ほヒストン摺動面や弁を損傷する｡ノこれ等を分離する

のに各賞気筒人口に分 器を設けてあるが､本機では特

にサイクロン刑を採用Lたので､従来の塑に比L､優れ

た分離効果を得る事が｢1快た∴叉始動時の 油には電動

歯車ポンプを採仁一JLたので潤滑を迅速確実にすることが

f_.H莱た_ン

2,600HP 同~f別電勤fが安全に起動

如き安全裳-FE!1こがついている｡.即ち

る来
L..■

ように次の

1301

量8図 主 軸 受

Fi冥.8.Ⅳhinlうearing

rイ■う9図

l√ig.9.

金 属 ノ＼ ツ キ

Metalli(二Ⅰ)ac】くillg

1.各裡作升か開放状謹にあって圧㈲綱組

転f.H来ること

｢
､
､

折｣U∴｢し燕

2.バrリング装世は休止状態にあること

3.始動時の潤滑油圧力が規定圧力を示していること

4.償却機スリリブリングケrスに三圭気が られて大

気小のガスと遮断されていること

を確認するために制限開閉器､油圧力闘閉常軌び風力継

電器を使用している｡これらの一つが不確 でも電動機

は起動しないから､誤って事故を挺す心配はないこ･か一く

の如く機･椛関係及び電気関係の緊密な連絡によ牛綜合按

裾l(｣にも所期の｢柑勺を達している｡

こⅠⅤ〕性 能

本機の性能試験は室気による低圧ノズル法でhった

第】咽(二次頁参照〕に試験装躍の系統図を示す｡即ち第1

鷺より第3段迄にて12～14lくg/Cmヨに圧縮Lた基気の

--▲部をバイパス弁∬により101くg/cmヒに減圧して第4

掛こ送る｡残りほと･買気糟βを経てノズルCより友机廿す
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第1表 性 能 表

許
三′＼

離可 第35巻 第9号

Tablel. Characteristics Table

吸
_人.圧

力

りくgノ/cm2)
1 段

吐 とf石 上仁 力 しl唱/Cn12〕

rr云mA~昌)4段1段･2段
3段 4段 5段 6段!1～3段■4～眼

ー2り0
10

1(Jn･10

1-･6 5･7 14 33･5 105!300㌻7,930･4,750

1･6 5･6･12㌻32･5 呵250j7･9404,770
l

ヒ鮒
噺輿望鍋力=75三6｡×Pメ0×1.左空1i(

断熱圧縮

J'..

戸∫)-'●…糾-1j
P∫=吸入圧力iig/m2al二S

O=吸入状態に換算せる吐酢鉄泉】ユー=ソn再n

効率=鱒墾空気馬力×川()%
電動機用カ

粟10図 試 験

Fig.1【).1)i之1gram

第11図 間隙容

Fig.11.Volume

Bypath

;貴 系 統 r頑

OfTestillgT:qulpnlellt

jリ･圭~玉て己Rて･け庁全戸l
リ∴

｢
-
｣
ノ

r.ノ

-､

ノしイパス弁開展

ト且隼

へ
′
-
ノ
1

附加弁とバイパス弁による容量調薮:

Controlhy Clearance Valves and

Vall′e

断熱空電動機億劫磯.電動機璧慧望縮楓矧仝効率
カ葦気馬力∴入 力■効 率:出

｢HP〕琴(二HP).(二%二)

1,816 2,543

1,6712,430

(%｣重し%∴〉

94.4 2,400 75.5 71.3

94.3!2,290 73.0!68.8

P.′=吐出.書下カ1哨/lポこ11･.S

Z=圧縮段数

金紗ヰく=断準空車馬力
嬬動機7､カ

〟り:㍍

×lりり くち

卵J弊

♂/♂/:

､､､

ニ･′♂/タら

`範12｢刻 間隙容 附加弁作動時のl_毀気缶:

才旨1王緑園

Fig-12･Indicated Diagrams of First Cylinder

W()rking Clearance Valves
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■第｣.3図

Fig.13.

イJ.

∴∵て

即 砂

上亡_ (･.シ;)

/ポ 付

2っの各基調軽法による執力の比棟

C()mparison of Power Consuml)ti(ml→1･一

Two Methods()f V()1ume Contr‖l

第⊥拉にて1りl哨/cHlご で暇人Lたと~:■iニム(は第6上三ノと迄

28り～30Plく即'ぐ1Tlご に口三桁し､3押こ畔瞑させてノ

ガルガより放出する｡

′ゝ気詞藩如ニュく)試験絆【･･iし右ニー′云すと第】表の如･二~~･･て■二旨)

川けノ

断繋汀[縮機軌率=75･5%

た 効 率=71･3%

左京し､ノ存最にほそれぞれ余裕があり､崗電動機は最高

執事に近いとニノ′,で低目‖廿来ることほ､■本櫻の優秀性を

示している｡

容量調整ほ低圧艮ほ第=㌢気筒附属の封筒の聞修容積

附加弁とバイパス弁により､高圧段ほ第4段気描附属の

2菌の間隙容積附加弁とバイパス弁により子fうし即ち供

応段の一容量100%,90%,80%,75%,70%は間隙香箱

附加弁忙よリトト､､その間はバイパス弁で行う｡高圧｣モヱ･を~

は100%,90%,80%ほ間隙容積附加弁により行い､そ

の間及び後はバイパス弁で行う√･本機の容量調整状拙を

図示すれば第11閑の如くなり､その際の指圧繰回が第12

図であるし

又バイハス弁のみによる容量調整と､蘭隙ホ積附加弁

とバイパス弁の併用にJる場合との電動矧~r与力の変化を

示すと第13図の如くである一川丹)動力のfi怖′｣の著しい∴

とがIり拝十であるJ

二Ⅴ二J結 言

一本機の品汁製附こ当っては､過去の経験と､佐川上〟)

経騎とを十分に生かしたので､材料､機械加工法の進少

と相俣って前記のように優秀な性饉を嘉すものを完成す

ることが川東た._ 軋嘉製作所とLで戦後の記園部蘭品で

あったが､かくの如き掛_正続を約め得たのは､当該川崎

1二均の努力H外に日産化学工業株式会社の御好意､御鞭

燵並びにH★製作所若棟コニ唱､亀 工場､H立コニ喝､水

J寸分工機の惜Lみなき御授日加こflう所大であって､二れ

`乍希トr′▲.に刺し溌甚の謝意を表する次第である)
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区 別.登録番号

実用新案

実用新案

最近登録された日立製作所の特許及び実用新案

所 属

(その2)

登録年H日

403460

403462

403463

403468

40347り

403∠主71

403472

403476

403480

403482

403483

403484

403486

403487

403488

403489

403491

403499

403507

403512

403478

403479

403451

403443

403445

403446

403501

403502

小 判

放 熱

交 流 継 電 器

雛 付 変 圧 器

変圧日課ノミ- ス チ ングチ エ

←ブ

窒素ガス封入オイルコンサベータ付変
圧器

パ ン タ グ ラ フ 下 降

変圧器の放熱子用喋弁銀鉱装置

油保存一器と放出管との接続装昔

変 圧 器

変圧器のバースチンブナ∴-ブ

器 用

限 流 限 圧 継 電 筈:壬

ボイ ラの燃焼器取付郎′k壁

乾 燥 炉 用 コ ン ペ ヤ

ト ンネル形乾燥炉用コ ンべヤ

ト ンネル形乾燥炉用コ ンペヤ

H立丁二喝

卜】立丁二場

立 亡場

Fl立:~L場

口立｣二場

目立工場

日立｣二項

工場

工場

白滝二丁場

日立工場

工場

工場

日立工場

日立工場

日立工場

日立工場

日立工場

日二女二仁場

笠戸工場

笠戸工場

笠戸工場

亀有:Ⅰ二場

有工場

亀有工場

亀有コニ場

亀有丁場

白 十

花 閏 喜代治

斎 藤 亮 二
沢 幡 英 治

阿 部 春 雄

属円債

沢

↑

川辺

一一■治亮寅藤幡斎沢

斎
沢
粟

宮 崎 徳太郎

滑 川.清

治

治治

宮 崎 徳太郎

藤久保三匹l郎

青村

青

高
岡
大
林

江
阿
安

喜師

喜

恒武

木田

木

森村

28.6.15

(第68貢へ続く)




